







































































































































































































年 1980 1990 2000 2002 2003 2004 2005 2006
日　　本 2，38548，02431，55832，28128，80030，9514518150，266
アメリカ 19，23030，982142，626134，946129，352257，967一27，736216，614























































































































































































































































































































































































































































年　度 1991199219931994 1995 1996 1997199819992000
製造業 400，850399，506417，800539，62678L363746，634897，8481，485496，3504 7，306
食　　　料 21，6099，10216，019 25，65727ρ09 31，39321，48016，46532，33810，020
繊　　　維 29，72329，32434，72951，931 2，807 4025652，04828，81326，41915，393






そ　の　他 51，60765，5589，194 1，744120，07783，9正0157，72842，116 621638β3σ
非製造業 393，823410，0933 5，706438，970357，44475，49563，972359β32312，002231，457
農・林　業 3，683 1，866 2，327 1，947 4β53 889 639 367 523 113
漁・水産業 3，137 8，694 2，593 16，844 2，993 9，275 11，682 473 1，447 151
鉱　　　業 35，44047，47630，842 18，747 25，65652，188127，04237，46013，528 191




運　輸　業 13，16843，20132β81 33，99531β98 30，23348，61027，02747，56216，624
不動産業 48，82933，75141，79652，60365，643100，684108，94718，18713，0016，082
そ　の　他 40 一 一 一 一 一 6，450 870 904 一
支　　　店 16，03622，03113，712 29，77753β27 86，21332，95014，13511，26125ρ32





























































投資額 1，099 1，808 2，152 3，553 4，909 7，262 7，172 7，305 6，700





















































国内総生産 0．8 1．6 2．5 3．6 2．9 2．8 2．0 1．1
個人消費支出 2．5 2．7 2．8 3．6 3．0 3．0 2．8 0．2
民間設備投資 一4．2 一9．2 1．0 5．8 7．2 7．5 4．9 1．6
民間住宅投資 04 4．8 8．4 10 6．3 一7．1 一17．9 一20．8
民間在庫投資
政府支出 3．2 3．1 0．2 一〇．2 一〇，1 1．3 23 1．1
純輸出
輸　出 一5．4 一2．3 1．3 9．7 7．0 9．1 8．4 6．2
















































































































































































































































































































































































































年　度 1999 2000 2001 2002 2003 2004
全　体 1，744 1，717 1，786 2，164 2，411 2，733
アジア 538 464 511 538 607 662

































世界計 17．8一11．7一18．6 25．8 23．6一7．8 一1．5 7．4 18．2 17．3 15．7一〇．2




暦　年 2003 2004 2005 2006 2007 2008
投資額 16，36220，97228，96536，05242，75644，239










































































































海外進出企業べ一ス 24．5 23．0 24．2 29．0 29ユ 29．7 29．9 30．6 31．2 33．2








暦　年 一般機械 電気機器 輸送用機器 化学製品 鉄　鋼 その他
2004 20．61 23．50 23．06 8．54 4．12 20．17
2005 20．34 22．16 23．15 8．91 4．63 20．81
2006 19．67 21．36 24．25 9．03 4．63 2LO6
2007 19．82 20．19 24．83 9．23 4．82 21．11







































1994年度 14，020，011 130ρ30 2，193，781 14
1995年度 13，602，438 139，861 2，328，235 15
1996年度 12，404，321 154，783 2，744，937 19
1997年度 12，841，633 185214 2，834，910 19
1998年度 12，610，699 189，814 2，749，434 19
1999年度 12，989，743 191，472 3，160，750 21
2000年度 12，856，423 207，093 3，452，868 22
2001年度 11，676，955 221，807 3，175，400 23
2002年度 11，525，581 227，984 3，407，919 24
2003年度 11，414，312 274，145 3，766，179 26
2004年度 11，130，072 312，402 4，036，177 28
2005年度 11，129，036 343，271 4，360，523 30
〔出所〕　経済産業省『通商白書』（2008年），168頁。
（資料）　経済産業省「海外事業活動基本調査」，財務省「法人企業統計」，厚生労働省「外国人雇用状
　　況報告」。
（備考）THLM版のエクセル形式のファイルから加工。
（35）90年代後半の日本経済の停滞や第14循環における回復過程が弱々しかった，
　　そのもっとも本質的な原因は，本文中に示したように輸出産業のグローバル産
38 （474）
わが国における海外直接投資の展開とグローバル資本の確立
　　業への変身（その結果としての生産拠点の海外移転，輸出品目の変更〔最終財
　　から中間財，資本財へ〕，製品輸入比率〔逆輸入〕の増大等々）であり，さら
　　にはそれと関連してグローバル資本に固有の行動（調達，生産，販売の国際化）
　　に求めるべきである。その他の周辺的な問題として，不良債権問題（金融仲介
　　機能の不全）や非正規雇用の増大等を通しての労働分配率の低下，将来不安に
　　よる消費の減退などをあげるべきであろう。
（36）　この点についての詳細は，拙稿「輸出立国モデルの破綻一グローバル資本
　　による輸出主導型経済の脆弱性」（前掲）を参照されたい。
（37）　ガルブレイスの「依存効果」は，大量生産一大量消費を基本とした現代資本
　　主義経済においては，消費者の欲望や欲求が「生産に依存する」ということを
　　明らかにしたものである。見方を変えれば，これは資本の再生産。蓄積運動そ
　　のものが消費（それも大量消費）の実現によって条件付けられているというこ
　　とであり，現代資本主義における社会的再生産の基本的性格を言い表すもので
　　ある。この点に関しては，拙著「市場と資本の経済学』（ナカニシヤ出版，
　　2006年）174－7頁参照。
（475） 39
